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平
成
２
年
４
月

秋
葉
山
に
消
防
用
無
線
中
継
局
を
設
置

３
年
１
月

消
防
署
本
署
に
救
助
工
作
車
を
配
置

６
年
２
月

新
消
防
庁
舎
が
完
成
（
小
寺
。
現
在
の
位
置
）

４
月

防
火
指
導
員
制
度
（
非
常
勤
嘱
託
）
を
設
け
、
警
防
課
予
防
係
に

嘱
託
職
員
女
性
２
人
を
配
属

７
月

消
防
本
部
の
機
構
を
改
革
し
、
３
課
に
（
庶
務
課
・
予
防
課
・
警

防
課
）

８
月

総
社
市
花
火
大
会
で
の
花
火
爆
発
火
災
発
生

７
年
１
月

阪
神
・
淡
路
大
震
災
救
援
活
動
の
た
め
、
救
助
隊
及
び
消
火
隊
を

派
遣

４
月

初
の
救
急
救
命
士
が
誕
生

１２
月

消
防
署
本
署
に
、
は
し
ご
付
き
消
防
自
動
車
（
３０
ｍ
級
）、
高
規

格
救
急
自
動
車
を
配
置

８
年
８
月

総
社
市
消
防
署
西
出
張
所
を
開
所

９
年
３
月

岡
山
自
動
車
道
が
開
通
し
、
岡
山
総
社
Ｉ
Ｃ
〜
賀
陽
Ｉ
Ｃ
間
下
り

線
の
消
防
・
救
急
等
の
業
務
を
開
始

１２
年
３
月

指
令
装
置
を
最
新
の
消
防
緊
急
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
に
更
新

４
月

災
害
情
報
及
び
休
日
当
番
医
案
内
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

１３
年
３
月

下
倉
地
内
採
石
場
崩
落
事
故
発
生
。
直
後
か
ら
現
場
で
人
命
救
助

活
動
に
当
た
る
（
死
者
２
名
、
不
明
者
１
名
）

１１
月

総
社
市
消
防
本
部
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
制
定

１５
年
１１
月

救
急
自
動
車
（
２
Ｂ
型
）
更
新
に
伴
い
高
規
格
救
急
車
を
消
防
署

に
配
置

１６
年
１０
月

兵
庫
県
豊
岡
市
の
豪
雨
災
害
へ
緊
急
消
防
援
助
隊
と
し
て
隊
員
を

派
遣

１７
年
２
月

救
急
自
動
車
（
高
規
格
）
を
更
新
し
消
防
署
に
配
置

３
月

都
窪
郡
清
音
村
・
山
手
村
と
合
併
し
新
総
社
市
が
誕
生

１８
年
３
月

受
託
し
て
い
た
真
備
町
（
倉
敷
市
）
の
受
託
業
務
を
終
了

１８
年
４
月

女
性
消
防
団
員
を
新
規
に
採
用

２２
年
３
月

消
防
庁
長
官
表
彰
（
表
彰
旗
）
受
章

２３
年
３
月
「
東
日
本
大
震
災
」
発
生
に
伴
い
、
緊
急
消
防
援
助
隊
を
派
遣

昭
和
３７
年
６
月

消
防
本
部
、
消
防
署
が
新
設
さ
れ
、
消
防
団
常
備
部
員
１１
人
、
新

採
用
４
人
の
計
１５
人
で
発
足
﹇
写
真
１
﹈

３８
年
１０
月

消
防
専
用
超
短
波
無
線
局
を
開
設

４３
年
３
月

消
防
本
部
・
署
が
総
社
７
９
５
番
地
（
角
藤
田
総
社
給
油
所
南
）

へ
移
転
﹇
写
真
２
﹈

１２
月

救
急
業
務
を
開
始
﹇
写
真
３
﹈

４６
年
３
月

久
代
「
正
木
山
林
野
火
災
」
発
生
（
焼
損
面
積
６１
㌶
）

４７
年
１
月

消
防
署
に
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
配
置
﹇
写
真
４
﹈

３
月

黒
尾
「
黒
尾
・
久
米
林
野
火
災
」
発
生
（
焼
損
面
積
８９
㌶
）

７
月
「
４７.

７
豪
雨
災
害
」
発
生

１０
月

新
消
防
庁
舎
が
落
成
（
現
市
役
所
西
庁
舎
）

４８
年
４
月

吉
備
郡
真
備
町
、
都
窪
郡
清
音
村
及
び
山
手
村
と
消
防
事
務
委
託

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
、
総
社
圏
広
域
消
防
業
務
を
開
始

１２
月

救
急
指
令
装
置
を
設
置

４９
年
２
月

消
防
署
本
署
に
屈
折
は
し
ご
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
（
ス
ノ
ー
ケ

ル
車
・
１６
ｍ
）
を
配
置
﹇
写
真
５
﹈

３
月

総
社
市
消
防
署
昭
和
出
張
所
を
開
所

４
月

総
社
市
消
防
署
真
備
出
張
所
を
開
所

５０
年
３
月

消
防
署
真
備
出
張
所
に
救
急
自
動
車
を
配
置
し
、
救
急
業
務
を

開
始

５２
年
４
月

消
防
団
の
再
編
成
を
行
い
、
７
８
５
人
に

５３
年
１０
月

消
防
本
部
の
機
構
を
改
革
し
、
課
制
を
導
入
。
庶
務
課
・
警
防
課

の
２
課
に

平
成
元
年
４
月

消
防
署
昭
和
出
張
所
に
救
急
自
動
車
を
配
置
し
、
救
急
業
務
を

開
始

２
年
３
月

岡
山
県
下
消
防
相
互
応
援
協
定
を
締
結

新設された消防署に看
板をかける［写真１］

消
防
本
部
・
消
防
署
５０
年
の
歴
史

消
防
本
部
・
消
防
署
５０
年
の
歴
史

消
防
本
部
・
消
防
署
５０
年
の
歴
史

消
防
本
部
・
消
防
署
５０
年
の
歴
史

当時は１階建ての消防庁舎［写真２］救急業務を開始した当時の救急自
動車［写真３］

水槽付消防ポンプ自動車［写真４］屈折はしご付消防ポンプ自動車（スノーケル
車）［写真５］。写真は写生大会の様子

現市役所西庁舎にあった旧消防庁舎。
約２３年間その役目を担った

消
防
庁
長
官
表
彰
を
受
章

防
災
思
想
の
普
及
や
災
害
防
除
の
対
策
な
ど
で

他
の
模
範
と
な
る
消
防
機
関
に
対
し
て
贈
ら
れ
る

消
防
功
労
者
消
防
庁
長
官
表
彰
で
団
体
表
彰
と
し

て
は
最
高
の
「
表
彰
旗
」
を
総
社
市
消
防
本
部
・

総
社
市
消
防
団
が
平
成
２２
年
３
月
に
受
章
し
ま
し

た
。

市
民
の
安
全
安
心
の
た
め

災
害
を
防
除
し
、
軽
減
す
る
に
は
、
消
防
団
や

警
察
と
連
携
し
、
地
域
の
自
主
防
災
組
織
や
防
火

協
会
な
ど
と
緊
密
な
協
力
関
係
を
築
く
こ
と
が
重

要
で
す
。「
災
害
に
強
い
ま
ち
」
を
目
指
し
、
今
後

も
総
社
市
消
防
本
部
・
消
防
署
は
ま
い
進
し
て
い

き
ま
す
。

受章当時、消防長の大角洋二
さん（新本、写真左）は「それ
までの歴史が認められての受章
はとても光栄でした。これから
もその歴史に恥じぬよう消防職
員と消防団にはがんばってほし
い」と、OBとしてエールを送り
ました

後
方
か
ら
支
え
続
け
て
き
た
消
防
団

現
在
１
０
０
３
人
の
団
員
を
束
ね
る
大
月
亮
団

長
（
日
羽
）
は
、「
消
防
本
部
に
は
熱
心
に
団
員
を

指
導
し
て
い
た
だ
き
、
消
防
団
は
で
き
る
か
ぎ
り

後
方
支
援
を
す
る
と
い
う
良
い
関
係
で
５０
年
間
、

市
民
の
安
全
安
心
を
守
っ
て
こ
れ
た
。
こ
れ
か
ら

も
こ
の
関
係
を
受
け
継
い
で
い
っ
て
ほ
し
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

人
の
生
命
を
救
う
人

救
急
業
務
は
昭
和
４３
年
か
ら
始
ま
り
、
現
在
は

２６
人
の
救
急
救
命
士
を
中
心
に
業
務
に
当
た
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
一
人
西
川
貴
さ
ん
は
「
１

台
の
救
急
車
か
ら
始
ま
っ
た
救
急
業
務
。
今
で
は

高
規
格
救
急
車
４
台
を
含
む
５
台
体
制
で
す
。
５０

年
と
い
う
歴
史
を
か
み
し
め
、
今
後
も
多
く
の
命

を
救
え
る
よ
う
努
力
し
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

大月亮 消防団長
日美分団長や市消防団

副団長などを歴任し、平
成13年4月から団長を務め
ている

西川貴 主査
救急救命士の資格を平

成13年に取得。現在は消
防署救急係の指導的立場
として活躍している

50周年を迎え関攝夫消防長は
「総社の消防は地域の皆さんや関
係者の深いご理解とご支援、ご
尽力によって組織、施設、装備
など着実に発展を遂げてきまし
た。今後も一層のご理解とご支
援を賜りますようお願いします」
と話しました


